
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

虹
膜
が
示
す
身
体
の
サ
イ
ン
〜
虹
膜

学
か
ら
得
た
セ
ル
フ
ケ
ア
の
方
法
〜

　
　
　
　

講
師　

関 

房
子 

氏

日
時　

令
和
５
年
４
月
16
日（
日
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
９
階
９
０
１
会
議
室

交
通　

�

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員�
二
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般�
三
千
円　

学
生�

一
千
円

（
講
演
内
容
）

虹
膜
学
と
は

目
の
虹
膜
に
は
体
の
状
態
（
病
気
な

ど
）
が
１
０
０
％
反
映
さ
れ
て
お
り
、

眼
を
見
て
わ
か
る
健
康
診
断
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

２
５
０
年
前
か
ら
存
在
す
る
医
学
で
、

現
在
の
西
洋
医
学
で
は
見
つ
け
ら
れ
な

い
身
体
の
ト
ラ
ブ
ル
も
虹
膜
に
映
し
出

さ
れ
ま
す
。
そ
の
情
報
は
腸
か
ら
発
信

さ
れ
て
お
り
、
腸
か
ら
脳
へ
伝
達
さ
れ

ま
す
。
腸
の
乱
れ
は
脳
の
乱
れ
に
繋
が

り
、
脳
か
ら
発
信
さ
れ
る
自
律
神
経
の

乱
れ
そ
の
ま
ま
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
、
が
ん
や
動
脈
硬
化
、

手
術
跡
な
ど
の
傷
も
反
映
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
こ
の
よ
う
な
虹
膜
学
と
は
？

と
い
っ
た
説
明
、
そ
の
知
識
か
ら
学
ぶ

余
病
法
、
病
気
の
根
本
的
な
原
因
と
治

し
方
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
注
意
す
べ
き

病
気
の
予
知
に
至
る
ま
で
を
解
説
、
ま
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今
月
号
の
記
事

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
訃
報
と
お
知
ら
せ

◎
10
月
全
国
大
会
研
究
発
表
者
募
集�

◎
御
寄
付
御
礼

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
四
月
研
究
集

　

会（
ネ
ッ
ト
配
信
）の
お
知
ら
せ

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
新
会
長
の　

　

ご
挨
拶　

前
会
長
の
退
任
ご
挨
拶

◎
第
48
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
令
和
４
年
４
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
命
が
消
え
る
ま
で
心
身
健
康
で
い
る

　

た
め
の
生
き
方
⑴

◎
ス
マ
ホ
神
降
臨
！
一
方
で
霊
界
は
新

　

た
な
悩
み
も

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
今
月
は
年
度
替
わ
り
で
す
の
で
、「
会

費
納
入
の
お
願
い
」
の
通
知
と
郵
便
振

替
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
出
費
の
多
い
時
期
で
恐
縮
で
す
が
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の
年

会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

※
ま
た
、
日
本
サ
イ
科
学
会
は
近
年
、

会
計
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

少
し
で
も
御
寄
付
が
戴
け
ま
し
た
ら
、

助
か
り
ま
す
。
恐
縮
で
す
が
御
寄
付
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
の
該
当
欄
に
そ
の
金
額
を
記

入
し
、
年
会
費
に
追
加
し
て
、
お
振
り

込
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
か
ら
三
千
円
以
上
の
ご
寄
付
に
対

し
ま
し
て
は
返
礼
品
と
し
て
、
10
頁
の
「
関

英
男
先
生
関
連
書
籍
」
の
中
か
ら
約
半
額
分

に
相
当
す
る
書
籍
を
お
送
り
致
し
ま
す
。

（
四
万
円
以
上
の
ご
寄
付
は
全
13
冊
を
１
冊

ず
つ
ま
で
で
ご
容
赦
願
い
ま
す
。）
※
ア
マ

ゾ
ン
で
希
少
本
に
な
っ
て
い
る
書
籍
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
書
籍
が
あ
り
ま
し
た

ら
各
１
冊
ま
で
を
郵
便
振
替
用
紙
に
記
入
、

ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。
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た
、
巻
き
肩
、
猫
背
、
Ｏ
脚
等
、
体
の

歪
み
か
ら
く
る
症
状
に
対
し
て
、
自
分

で
出
来
る
身
体
の
ケ
ア
と
し
て
、
虹
膜

学
の
知
識
か
ら
生
ま
れ
た
「
腸
整
術
」

を
実
践
し
ま
す
。

〇
関
房
子
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

埼
玉
県
所
沢
市
生
ま
れ
、
平
成
６
年

に
虹
膜
学
（
現　

虹
彩
学
）
の
知
識
を

取
得
し
、
そ
の
後
も
身
体
の
知
識
を
得

る
為
、
様
々
な
医
学
の
勉
強
に
専
念
、

医
学
博
士
や
各
界
の
先
生
方
と
の
パ
イ

プ
も
構
築
。
虹
膜
学
の
観
点
か
ら
、
身

体
の
気
、
血
、
水
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え

る
総
合
整
体
、「
気
道
式
気
功
指
圧
術
」

気
道
術
を
考
案
し
、
平
成
23
年
、
気
道

術
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
養
成
す
る

喜
働
ア
カ
デ
ミ
ー
を
設
立
。

そ
の
後
１
０
０
名
以
上
の
施
術
師
を

育
成
、
輩
出
。
現
在
も
身
体
の
悩
み
を

持
つ
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
相
談
を
受

け
、
解
決
に
導
い
て
い
る
。

株
式
会
社
喜
働
代
表
取
締
役
、
一
般
社

団
法
人
喜
働
ア
カ
デ
ミ
ー
理
事
長
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

３
月
の
本
部
例
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

分
科
会
の
お
知
ら
せ
は
５
頁
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

訃　

報
既
に
会
員
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
お

知
ら
せ
致
し
ま
し
た
よ
う
に
、
日
本
サ

イ
科
学
会
理
事
長
の
久
保
田
昌
治
先
生

が
令
和
４
年
10
月
28
日
、
心
不
全
に
よ

り
、
85
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

久
保
田
先
生
は
東
北
大
学
理
学
部
の

修
士
課
程
を
出
ら
れ
た
後
、
大
学
教

員
、
大
手
企
業
の
研
究
員
等
の
キ
ャ
リ

ア
を
積
ま
れ
、
ご
自
分
で
株
式
会
社
ウ

ォ
ー
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
を
設
立
さ

れ
て
、
昨
年
ま
で
水
に
つ
い
て
の
広
範

な
研
究
を
続
け
製
品
を
出
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
日
本
に
お
け
る
水
研
究
の
第

一
人
者
と
い
っ
て
も
よ
ろ
し
い
で
し
ょ

う
。久

保
田
先
生
は
２
０
１
４
年
に
現
会

長
の
浪
平
博
人
先
生
か
ら
理
事
長
を
引

き
継
が
れ
ま
し
て
、
昨
年
で
９
年
目
に

入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

久
保
田
昌
治
先
生
、
長
年
日
本
サ
イ

科
学
会
の
た
め
に
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

お
知
ら
せ

久
保
田
昌
治
先
生
ご
逝
去
後
、
緊
急
の

本
部
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
副
理
事
長

の
小
林
信
正
先
生
が
理
事
長
に
選
出
、

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

２
０
２
３
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
㉛
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
会
員
の
研
究
発
表
＋
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員

の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
宇
宙
人
と
サ
イ
」
と
い
う
こ
と
で
、

米
軍
に
よ
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
目
撃
証
言
が
、

新
た
に
数
百
件
に
上
っ
て
い
る
こ
と

が
、
今
年
の
１
月
に
米
政
府
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
サ
イ
科
学
会

の
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象
（
Ｕ
Ｆ

Ｏ
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

７
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
２
０
０
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
８
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い

が
、
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と

し
て
、
発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し

ま
す
。

論
文
集
「
サ
イ
科
学
２
０
２
２
」
末
頁

の
「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を

よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

2
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一
般
の
御
寄
付
御
礼

�
（
２
／
７
受
領
分
ま
で
）

金
十
万
円
也　
　
　

志
賀　

一
雅　

様

金
三
万
四
千
円
也　

小
林　

信
正　

様

金
五
千
円
也　
　
　

阿
久
津　

淳　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

四
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
相
談
室

日
時　

令
和
５
年
４
月
15
日（
土
）　

�

午
後
３
時
開
始
〜
６
時
終
了（
予
定
）

会
場　

医
療
法
人
春
鳳
会
、
は
し
も
と

　
　
　

内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

　
　
　

https://clinic-hashim
oto.net/

交
通　

�

阪
急
京
都
線�

正
雀
駅
東
口
よ
り

徒
歩
10
分
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線

　
　
　

岸
辺
駅
よ
り
徒
歩
18
分

　
　
　

大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル　

南
茨
木
駅

　
　
　

乗
り
換
え
〜
阪
急
正
雀
駅
東
口

　
　
　

よ
り
徒
歩
10
分

会
費　

会
員�

３
５
０
０
円（
当
日
入
会

　
　
　

可
）　

一
般�

４
０
０
０
円

　
　
　

※
相
談
者
も
同
料
金
で
す

※
会
場
参
加
は
定
員
20
名
（
会
の
進
行

の
た
め
相
談
者
優
先
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
）

ク
リ
ニ
ッ
ク
内
で
別
室
の
モ
ニ
タ
ー
参

加
17
名
ま
で
（
動
画
中
継
で
す
が
質
問

は
対
面
可
能
で
す
）

予
約
状
況
で
は
ご
希
望
に
添
え
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
講
座
後
は
15
名
ま
で
の
限
定
で
懇
親

会
を
行
う
予
定
で
す
。
ス
ペ
ー
ス
の
関

係
で
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

そ
の
他
z
o
o
m
に
よ
る
W
E
B
参

加
は
人
数
制
限
な
し

※
後
日
、
動
画
記
録
も
再
生
で
き
る
よ

う
に
す
る
予
定
で
す
。
当
日
参
加
せ
ず

後
日
、
動
画
だ
け
を
観
る
場
合
も
手
続

き
が
い
ろ
い
ろ
要
り
ま
す
の
で
参
加
費

は
同
じ
と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
願
い
ま

す
。会

場
参
加
、
当
日
W
E
B
参
加
、

後
日
ア
ー
カ
イ
ブ
視
聴
、
懇
親
会
参
加

も
含
め
て
、
申
し
込
み
先
は

kansai.psi.2023@
gm
ail.com

メ
ー
ル
件
名
は
「
４
月
15
日
会
場
参
加

希
望
（
ま
た
は
当
日
z
o
o
m
参
加
、

後
日
動
画
視
聴
、
懇
親
会
参
加
希
望
）」

と
記
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
受
付
後
に
会
費
の
振
込
先

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
研
究
集
会
内
容
）

サ
イ
現
象
は
、
念
力
、
透
視
、
テ
レ

パ
シ
ー
、
予
知
、
臨
死
体
験
、
心
霊
現

象
、
気
功
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
等
の
現
象
の
こ
と

で
す
が
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
で
は

今
回
、
サ
イ
科
学
的
な
相
談
を
公
開
講

座
で
答
え
、
そ
れ
に
関
連
し
た
事
項
を

解
説
し
ま
す
。

今
回
の
相
談
に
回
答
す
る
の
は
、
関

西
日
本
サ
イ
科
学
会
前
会
長
で
、
世
界

的
プ
ロ
・
ダ
ウ
ザ
ー
故
ビ
ル
・
コ
ッ
ク

ス
氏
と
水
源
探
知
か
ら
深
井
戸
鑿
井
工

事
ま
で
わ
が
国
初
の
事
業
（
２
例
）
を

共
同
で
成
功
に
導
い
た
和
田
高
幸
先
生

と
気
当
て
診
断
で
サ
イ
科
学
的
な
相
談

に
答
え
る
異
色
の
医
師
、
橋
本
和
哉
が

担
当
い
た
し
ま
す
。

二
人
と
も
、
著
作
が
あ
り
、
相
談
を

受
け
る
、
講
座
を
行
う
な
ど
多
く
の
実

績
が
有
り
ま
す
。

参
加
者
か
ら
サ
イ
科
学
的
な
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
そ
れ
を
講
座
で
回
答

い
た
し
ま
す
。（
注
意
：
対
面
で
資
料

を
持
っ
て
来
て
相
談
出
来
る
方
に
限

る
）�

単
に
回
答
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ

の
内
容
の
基
本
的
な
事
柄
を
含
め
て
解

説
い
た
し
ま
す
。

相
談
可
能
な
内
容
と
し
て
は

１
．
土
地
の
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る　

相
談
、
ど
の
よ
う
に
土
地
、
住
居
を　

選
ぶ
か
？

２
．
体
調
不
良
の
サ
イ
科
学
的
な
原
因　

は
？

３
．
こ
の
人
と
付
き
合
う
べ
き
か
？

４
．
何
処
の
神
社
に
お
参
り
し
た
ら
良　

い
か
？

５
．
神
社
の
お
札
の
祀
り
方

６
．
霊
的
な
異
常
は
な
い
か
？

７
．
過
去
生
に
原
因
は
な
い
か
？

８
．
自
分
の
適
職
は
何
か
？
何
処
の
会　

社
に
就
職
し
た
ら
良
い
か
？

９
．
ト
ラ
ウ
マ
と
そ
の
対
処
法

な
ど
で
す
が
、
で
き
ま
し
た
ら
今
回
は

１
．
の
土
地
、
不
動
産
な
ど
の
相
談
を

メ
イ
ン
に
受
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ダ
ウ
ジ
ン
グ
や
気
当
て
が
最
も
得

意
な
分
野
だ
か
ら
で
す
。

家
、
土
地
に
関
し
て
、
水
脈
、
地
磁

気
、
グ
リ
ッ
ド
、
湿
地
、
龍
穴
、
龍
脈
、

イ
ヤ
シ
ロ
チ
、
ケ
ガ
レ
チ
、
先
住
者
の

意
念
、
瘴
気
、
鬼
門
、
家
の
配
置
、
家

の
形
、
庭
木
を
切
っ
た
、
な
ど
の
サ
イ

科
学
的
な
観
点
か
ら
相
談
に
の
る
事
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

3
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二
人
の
プ
ロ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
な

が
ら
の
相
談
は
世
間
一
般
と
は
違
っ
た

観
点
か
ら
の
回
答
に
な
る
と
思
い
ま

す
。相

談
を
受
け
た
い
方
は
以
下
の
相
談

形
式
に
則
っ
て
メ
ー
ル
で
相
談
内
容
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
相
談
を
受

け
付
け
る
の
は
資
料
を
持
っ
て
会
場
に

参
加
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

◎
相
談
メ
ー
ル
の
送
り
先

kansai.psi.2023@
gm
ail.com

相
談
者
が
多
数
の
場
合
は
次
回
に
回

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
有
り
ま
す
が
、

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
相
談
講
座
当
日
、
W
e
b
参

加
者
も
い
ま
す
の
で
、
相
談
者
は
マ
ス

ク
、
サ
ン
グ
ラ
ス
な
ど
で
顔
を
覆
い
、

個
人
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
配
慮
し
ま

す
。サ

ン
グ
ラ
ス
は
ご
自
分
の
物
を
持
参

さ
れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
相
談
内
容
は

参
加
者
も
聞
き
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承

願
い
ま
す
。

相
談
形
式
は
例
文
を
参
考
に
以
下
の

よ
う
に
簡
単
に
記
載
く
だ
さ
い
。

【
名
前
】橋
本
和
哉

【
連
絡
先
】〒
5
6
6-

0
0
2
4

大
阪
府
摂
津
市
正
雀
本
町
2-

5-

23

【
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】

 hashim
oto.cl@

gm
ail.com

【
電
話
番
号
】0
6-

6
3
8
2-

2
1
1
0

【
依
頼
内
容
の
題
名
】
数
年
来
続
く
倦

怠
感
の
原
因
検
索
依
頼

【
概
要
】
医
療
機
関
で
調
べ
て
も
原
因

不
明
の
倦
怠
感
が
霊
障
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
か
？

【
依
頼
内
容
の
詳
細
、
い
つ
か
ら
、
ど

ん
な
症
状
】
２
年
前
か
ら
激
し
い
運
動

や
ス
ト
レ
ス
の
多
い
生
活
を
し
て
い
な

い
の
に
倦
怠
感
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
病
院
で
検
査
を
す
る
も
異
常
な

し
。
最
近
は
パ
キ
ッ
と
い
う
ラ
ッ
プ
音

が
部
屋
で
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
不

眠
が
ち
。

※
懇
親
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
食
事
の

飲
み
物
、
食
べ
物
な
ど
ご
自
身
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
お
酒
持
参
も
大
丈
夫
で

す
。
ゴ
ミ
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

こ
の
度
、
和
田
前
会
長
か
ら
関
西
日

本
サ
イ
科
学
会
会
長
を
引
き
継
い
だ
橋

本
和
哉
で
す
。

現
在
、
医
療
法
人
春
鳳
会�

は
し
も

と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
を
し

て
い
ま
す
。

私
が
本
格
的
に
サ
イ
科
学
会
と
関
わ

り
始
め
た
の
は
全
国
大
会
で
発
表
を
始

め
た
平
成
20
年
頃
で
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
全
国
大
会
発
表
に
際

し
て
表
彰
状
を
３
つ
頂
き
、
基
幹
奨
励

賞
を
頂
き
、
心
を
科
学
す
る
博
物
館
に

ま
で
入
れ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
本
部

理
事
、
関
西
で
は
副
会
長
に
就
き
、
日

本
サ
イ
科
学
会
と
の
絆
は
強
く
な
り
ま

し
た
。

令
和
４
年
10
月
、
関
西
日
本
サ
イ
科

学
会
の
会
長
を
初
め
て
打
診
さ
れ
、
戸

惑
い
ま
し
た
。

私
は
副
会
長
で
し
た
が
、
午
前
診
療

の
た
め
幹
事
会
に
参
加
で
き
ず
、
関
西

の
運
営
を
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
。ま

た
、
診
療
、
医
師
会
理
事
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事

長
、
癒
し
フ
ェ
ア
な
ど
で
講
演
、
診
療

以
外
の
相
談
を
受
け
る
な
ど
日
々
忙
し

く
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
幹
事
会
の
総
意
な
の
と
、

会
の
進
め
方
は
橋
本
流
で
良
い
か
ら
と

仰
っ
て
頂
き
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

の
運
営
を
引
き
受
け
よ
う
と
思
い
至
り

ま
し
た
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
は
コ
ロ
ナ
の

煽
り
を
受
け
て
予
算
的
に
も
厳
し
い
状

況
で
す
。
ま
た
時
間
的
に
も
自
分
に
出

来
る
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
の
構
想
と
し
て
、
会

場
で
の
講
座
を
開
催
し
、
ま
た
z
o
o
m

配
信
で
き
る
講
座
を
増
や
そ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
広
報
媒
体
と
し
て
も
、
ブ
ロ

グ
、
Ｈ
Ｐ
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
ネ

ッ
ト
で
積
極
的
に
配
信
し
て
い
き
た
い

や
ス
ト
レ
ス
の
多
い
生
活
を
し
て
い
な

い
の
に
倦
怠
感
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
病
院
で
検
査
を
す
る
も
異
常
な
し
。

最
近
は
パ
キ
ッ
と
い
う
ラ
ッ
プ
音
が
部

屋
で
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
不
眠
が

ち
。

※
懇
親
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
食
事
の

飲
み
物
、
食
べ
物
な
ど
ご
自
身
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
お
酒
持
参
も
大
丈
夫
で

す
。
ゴ
ミ
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

◆

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

こ
の
度
、
和
田
前
会
長
か
ら
関
西
日

本
サ
イ
科
学
会
会
長
を
引
き
継
い
だ
橋

本
和
哉
で
す
。

現
在
、
医
療
法
人
春
鳳
会

は
し
も
と

内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
を
し
て

い
ま
す
。

私
が
本
格
的
に
サ
イ
科
学
会
と
関
わ

り
始
め
た
の
は
全
国
大
会
で
発
表
を
始

め
た
平
成

年
頃
で
す
。
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お
か
げ
さ
ま
で
全
国
大
会
発
表
に
際

し
て
表
彰
状
を
３
つ
頂
き
、
基
幹
奨
励

賞
を
頂
き
、
心
を
科
学
す
る
博
物
館
に

ま
で
入
れ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
本
部

理
事
、
関
西
で
は
副
会
長
に
就
き
、
日

本
サ
イ
科
学
会
と
の
絆
は
強
く
な
り
ま

し
た
。

令
和
４
年

月
、
関
西
日
本
サ
イ
科

10

学
会
の
会
長
を
初
め
て
打
診
さ
れ
、
戸

惑
い
ま
し
た
。

私
は
副
会
長
で
し
た
が
、
午
前
診
療

の
た
め
幹
事
会
に
参
加
で
き
ず
、
関
西

の
運
営
を
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
。ま

た
、
診
療
、
医
師
会
理
事
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
、

癒
し
フ
ェ
ア
な
ど
で
講
演
、
診
療
以
外

の
相
談
を
受
け
る
な
ど
日
々
忙
し
く
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
幹
事
会
の
総
意
な
の
と
、

会
の
進
め
方
は
橋
本
流
で
良
い
か
ら
と

仰
っ
て
頂
き
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

の
運
営
を
引
き
受
け
よ
う
と
思
い
至
り

ま
し
た
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
は
コ
ロ
ナ
の

煽
り
を
受
け
て
予
算
的
に
も
厳
し
い
状

況
で
す
。
ま
た
時
間
的
に
も
自
分
に
出

来
る
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
の
構
想
と
し
て
、
会

場
で
の
講
座
を
開
催
し
、
ま
た

zoom

配
信
で
き
る
講
座
を
増
や
そ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
広
報
媒
体
と
し
て
も
、
ブ
ロ
グ
、

Ｈ
Ｐ
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
ネ
ッ
ト

で
積
極
的
に
配
信
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
形
態
は
こ

れ
ま
で
と
は
変
わ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
、

ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

会
長
退
任
の
ご
挨
拶

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
前
会
長

和
田

高
幸

早
い
も
の
で
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学

会
の
会
長
を
引
き
受
け
て
か
ら
３
年
ほ

ど
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
翻
弄
さ
れ
る
時
期
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
会
員
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
方

の
ご
支
援
に
よ
り
無
事
、
重
責
を
全
う

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
橋
本
和
哉
氏
（
Ｍ
Ｄ
）

が
会
長
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
る
こ
と

に
な
り
、
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

橋
本
氏
は
大
阪
大
学
医
学
部
を
卒
業
、

サ
イ
科
学
方
面
に
取
り
組
む
医
師
と
し

て
多
く
の
実
績
を
あ
げ
て
お
ら
れ
ま
す

の
で
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
と

し
て
そ
の
手
腕
が
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
研
究
集
会
参
加
費
を
主

な
収
入
源
と
す
る
関
西
日
本
サ
イ
科
学

会
の
厳
し
い
予
算
編
成
を
ク
リ
ア
す
る

た
め
、
会
場
費
な
ど
の
削
減
は
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
活
用
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

4
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と
考
え
て
い
ま
す
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
形
態
は
こ

れ
ま
で
と
は
変
わ
り
ま
す
が
、
ど
う

ぞ
、
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

会
長
退
任
の
ご
挨
拶

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
前
会
長

　
　
　
　
　
　
　

和
田 

高
幸

早
い
も
の
で
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学

会
の
会
長
を
引
き
受
け
て
か
ら
３
年
ほ

ど
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
翻
弄
さ
れ
る
時
期
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
会
員
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
方

の
ご
支
援
に
よ
り
無
事
、
重
責
を
全
う

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
橋
本
和
哉
氏（
Ｍ
Ｄ
）

が
会
長
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
る
こ
と

に
な
り
、
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

橋
本
氏
は
大
阪
大
学
医
学
部
を
卒

業
、
サ
イ
科
学
方
面
に
取
り
組
む
医
師

と
し
て
多
く
の
実
績
を
あ
げ
て
お
ら
れ

ま
す
の
で
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会

長
と
し
て
そ
の
手
腕
が
ま
す
ま
す
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
研
究
集
会
参
加
費
を
主

な
収
入
源
と
す
る
関
西
日
本
サ
イ
科
学

会
の
厳
し
い
予
算
編
成
を
ク
リ
ア
す
る

た
め
、
会
場
費
な
ど
の
削
減
は
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
活
用
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
講
座
は
不
可
欠
で
す
が
、
橋
本
会
長

は
デ
ジ
タ
ル
方
面
に
も
精
通
、
周
辺
の

人
材
も
豊
富
で
現
時
点
で
の
不
自
由
は

な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
と
は
い
え
、

研
究
集
会
講
師
、
各
種
催
し
の
告
知
、

「
サ
イ
科
学
」
の
研
究
開
発
、
な
ど

い
く
つ
か
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

従
来
の
幹
事
会
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
か

ら
の
助
言
な
ど
も
ふ
く
め
、
時
代
に
応

じ
た
「
日
本
サ
イ
科
学
会
」
の
確
立
に

向
け
て
大
い
に
発
展
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

私
事
と
な
り
ま
す
が
、
論
文
集「
サ

イ
科
学
２
０
２
２
」に
も
書
き
ま
し
た
と

お
り
、「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
」
と
の
接
近
遭
遇
、
目

前
で
の
撮
影
体
験
が
日
本
サ
イ
科
学
会

へ
接
触
し
た
動
機
で
あ
り
、
未
来
へ
の

視
点
が
一
転
太
古
に
遡
る
、
と
い
っ
た

特
異
な
経
験
の
結
果
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
点
で
、「
日
本
サ
イ
科
学
会
」
は
、

わ
た
し
の
人
生
の
重
要
な
部
分
を
占
め

て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

わ
た
し
は
米
国
の
プ
ロ
・
ダ
ウ
ザ

ー
、
ビ
ル
・
コ
ッ
ク
ス
氏
と
共
同
で
日

本
初
と
な
る
ダ
ウ
ジ
ン
グ
に
よ
る
深
井

戸
鑿
井
（
２
例
）
を
成
功
に
導
き
ま
し

た
が
、
そ
の
た
め
か
「
ダ
ウ
ジ
ン
グ
」

と
い
う
技
術
が
自
然
に
身
に
付
き
、
住

環
境
や
医
学
方
面
へ
の
応
用
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
残
り
の
人
生
で
、

こ
れ
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。　

そ
の
た
め
、
２
月
に
わ
た
し

の
仕
事
場
で
あ
る
「
ま
つ
む
し
音
楽

堂
」
に
「Bio�A

coustic�Laboratory

」

（
生
体
音
響
研
究
所
）
を
設
け
ま
し
た
。

「
音
」も「
形
」（
イ
メ
ー
ジ
）も「
振
動
」

に
還
元
で
き
る
わ
け
で
、
そ
の
原
点
と

な
る
「
音
」（
波
動
）
に
つ
い
て
も
っ
と

深
く
追
求
し
た
い
と
考
え
て
い
る
昨
今

で
す
。

今
後
と
も
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
へ

の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
㊽
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
５
回 

ソ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
虚
空
と
時
空
」

日
時　

令
和
５
年
３
月
25
日（
土
）　

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
７
階
第
二
研
修
室�

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端（
赤
羽

　

寄
り
）の
階
段
を
下
り
改
札
口
を
出

　

て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般��

二
千
円

　

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、
60
歳

　

以
上�

一
千
円

　

宇
宙
人�

０
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

虚
空（
あ
き
ゃ
し
ゃ
、
ア
カ
ー
シ
ア
）

が
仏
教
徒
や
神
秘
家
の
求
め
る
宇
宙
と

す
れ
ば
、
時
空
は
科
学
者
の
観
測
す
る

宇
宙
で
あ
る
。
こ
の
虚
空
と
時
空
は
ど

の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

宗
教
と
科
学
は
P
S
I
を
通
し
て

対
話
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
？　

魂

を
探
求
す
る
魂
理
学
こ
そ
サ
イ
科
学

（Psience

）
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

や
ス
ト
レ
ス
の
多
い
生
活
を
し
て
い
な

い
の
に
倦
怠
感
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
病
院
で
検
査
を
す
る
も
異
常
な
し
。

最
近
は
パ
キ
ッ
と
い
う
ラ
ッ
プ
音
が
部

屋
で
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
不
眠
が

ち
。

※
懇
親
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
食
事
の

飲
み
物
、
食
べ
物
な
ど
ご
自
身
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
お
酒
持
参
も
大
丈
夫
で

す
。
ゴ
ミ
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

◆

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

こ
の
度
、
和
田
前
会
長
か
ら
関
西
日

本
サ
イ
科
学
会
会
長
を
引
き
継
い
だ
橋

本
和
哉
で
す
。

現
在
、
医
療
法
人
春
鳳
会

は
し
も
と

内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
を
し
て

い
ま
す
。

私
が
本
格
的
に
サ
イ
科
学
会
と
関
わ

り
始
め
た
の
は
全
国
大
会
で
発
表
を
始

め
た
平
成

年
頃
で
す
。

20

お
か
げ
さ
ま
で
全
国
大
会
発
表
に
際

し
て
表
彰
状
を
３
つ
頂
き
、
基
幹
奨
励

賞
を
頂
き
、
心
を
科
学
す
る
博
物
館
に

ま
で
入
れ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
本
部

理
事
、
関
西
で
は
副
会
長
に
就
き
、
日

本
サ
イ
科
学
会
と
の
絆
は
強
く
な
り
ま

し
た
。

令
和
４
年

月
、
関
西
日
本
サ
イ
科

10

学
会
の
会
長
を
初
め
て
打
診
さ
れ
、
戸

惑
い
ま
し
た
。

私
は
副
会
長
で
し
た
が
、
午
前
診
療

の
た
め
幹
事
会
に
参
加
で
き
ず
、
関
西

の
運
営
を
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
。ま

た
、
診
療
、
医
師
会
理
事
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
、

癒
し
フ
ェ
ア
な
ど
で
講
演
、
診
療
以
外

の
相
談
を
受
け
る
な
ど
日
々
忙
し
く
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
幹
事
会
の
総
意
な
の
と
、

会
の
進
め
方
は
橋
本
流
で
良
い
か
ら
と

仰
っ
て
頂
き
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

の
運
営
を
引
き
受
け
よ
う
と
思
い
至
り

ま
し
た
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
は
コ
ロ
ナ
の

煽
り
を
受
け
て
予
算
的
に
も
厳
し
い
状

況
で
す
。
ま
た
時
間
的
に
も
自
分
に
出

来
る
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
の
構
想
と
し
て
、
会

場
で
の
講
座
を
開
催
し
、
ま
た

zoom

配
信
で
き
る
講
座
を
増
や
そ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
広
報
媒
体
と
し
て
も
、
ブ
ロ
グ
、

Ｈ
Ｐ
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
ネ
ッ
ト

で
積
極
的
に
配
信
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
形
態
は
こ

れ
ま
で
と
は
変
わ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
、

ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

会
長
退
任
の
ご
挨
拶

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
前
会
長

和
田

高
幸

早
い
も
の
で
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学

会
の
会
長
を
引
き
受
け
て
か
ら
３
年
ほ

ど
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
翻
弄
さ
れ
る
時
期
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
会
員
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
方

の
ご
支
援
に
よ
り
無
事
、
重
責
を
全
う

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
橋
本
和
哉
氏
（
Ｍ
Ｄ
）

が
会
長
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
る
こ
と

に
な
り
、
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

橋
本
氏
は
大
阪
大
学
医
学
部
を
卒
業
、

サ
イ
科
学
方
面
に
取
り
組
む
医
師
と
し

て
多
く
の
実
績
を
あ
げ
て
お
ら
れ
ま
す

の
で
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
と

し
て
そ
の
手
腕
が
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
研
究
集
会
参
加
費
を
主

な
収
入
源
と
す
る
関
西
日
本
サ
イ
科
学

会
の
厳
し
い
予
算
編
成
を
ク
リ
ア
す
る

た
め
、
会
場
費
な
ど
の
削
減
は
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
活
用
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

5



6

か
？み

な
さ
ん
で
楽
し
く
話
し
合
い
ま
し

ょ
う
！（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
４
年
４
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

生
命
現
象
発
生
の
数
理
仮
説

（
命
の
働
き
は
混
沌
か
ら
現
れ
る
）

　
　
　

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

�

（
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
）

流
れ
を
ま
と
め
ま
す
と
、
初
め
に
混

沌
が
あ
っ
て
、
混
沌
を
ラ
ン
ダ
ム
ウ
ォ

ー
ク
と
モ
デ
ル
化
し
ま
す
と
、
そ
の
混

沌
の
動
き
と
い
う
の
は
２
つ
の
運
動
に

等
し
く
分
離
さ
れ
ま
す
。

一
つ
は
軸
を
切
ら
な
い
拡
散
方
向
の

運
動
、
す
な
わ
ち
物
理
現
象
の
原
理
で

す
。
も
う
一
つ
は
最
後
に
軸
に
戻
る
秩

序
方
向
運
動
、
す
な
わ
ち
生
命
現
象
の

原
理
で
す
。
従
っ
て
物
理
現
象
と
生
命

現
象
の
原
理
と
い
う
も
の
は
、
混
沌
が

時
間
と
共
に
ば
ら
け
て
い
く
そ
の
運
動

の
二
つ
と
し
て
結
論
づ
け
ら
れ
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
こ
れ
で
も
っ
て
、
拡
散
し
て

い
く
運
動
と
秩
序
と
統
一
に
向
か
う
運

動
が
現
れ
る
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
仮

説
と
し
て
示
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

こ
の
二
つ
の
方
向
の
働
き
を
場
で
あ

る
と
理
解
し
ま
す
と
、
初
め
に
混
沌
が

あ
り
ま
し
た
。

混
沌
の
動
き
は
拡
散
と
統
一
の
二
つ

の
働
き
に
分
か
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
あ

る
山
（
上
図
）
と
か
は
物
理
現
象
で
す

ね
。
統
一
と
い
う
の
は
命
が
ず
っ
と
成

長
す
る
よ
う
な
こ
ち
ら
（
下
図
）
の
力

で
す
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
は
場
を
作

り
ま
し
た
。
拡
散
の
働
く
場
が
物
理
法

則
と
な
り
、
統
一
の
働
く
場
が
生
命
と

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
ま

す
。神

話
的
に
言
え
ば

「
初
め
に
混
沌
あ
り

混
沌
は
変
化
し
拡
散
と
秩
序
の
二
つ

（
あ
る
い
は
場
の
形
成
）に
分
離
せ
り

秩
序
の
力
（
あ
る
い
は
場
）
は
や
が

　

て
命
を
産
め
り
」

だ
い
た
い
こ
の
よ
う
な
神
話
は
世
界

の
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
よ
ね
。

合
理
的
思
考
と
は
？

我
々
の
い
う
合
理
的
で
あ
る
と
は
、

カ
オ
ス
の
生
み
出
す
一
つ
の
流
れ
で
あ

る
物
理
法
則
を
生
み
出
す
も
の
に
従
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。（
測
る
こ
と
の
で

き
る
世
界
の
こ
と
を
見
て
、
言
っ
て
い

る
）合

理
性
の
み
で
は
満
た
さ
れ
な
い
も

の
が
残
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

例
え
ば
、
偉
く
な
り
た
い
と
思
い
、

そ
れ
を
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
達
成

し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
死
ぬ
と
き

に
満
足
で
し
ょ
う
か
？　

い
い
と
言
う

人
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、
や
は
り
そ
れ

だ
け
で
は
心
に
残
る
も
の
が
あ
る
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。
も
う
一
つ
の
流
れ
で

あ
る
統
一
（
命
）
へ
の
法
則
の
配
慮
が

欠
け
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

合
理
的
思
考
と
は
、
物
理
法
則
に
従

う
考
え
で
あ
り
、
物
事
の
半
面
で
す
。

命
の
本
質
は
、
秩
序
に
向
か
っ
て
働

く
力
な
ん
で
す
が
、
時
は
い
ま
、
大
変

革
の
時
代
に
あ
た
っ
て
、
新
し
い
秩
序

（Psience

）
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

み
な
さ
ん
で
楽
し
く
話
し
合
い
ま
し

ょ
う
！
（
世
話
役

阿
久
津

淳
）

◆

◆

令
和
４
年
４
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

生
命
現
象
発
生
の
数
理
仮
説

(

命
の
働
き
は
混
沌
か
ら
現
れ
る)

講
師

浪
平

博
人

氏

（
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
）

流
れ
を
ま
と
め
ま
す
と
、
初
め
に
混

沌
が
あ
っ
て
、
混
沌
を
ラ
ン
ダ
ム
ウ
ォ

ー
ク
と
モ
デ
ル
化
し
ま
す
と
、
そ
の
混

沌
の
動
き
と
い
う
の
は
２
つ
の
運
動
に

等
し
く
分
離
さ
れ
ま
す
。

一
つ
は
軸
を
切
ら
な
い
拡
散
方
向
の

運
動
、
す
な
わ
ち
物
理
現
象
の
原
理
で

す
。
も
う
一
つ
は
最
後
に
軸
に
戻
る
秩

序
方
向
運
動
、
す
な
わ
ち
生
命
現
象
の

原
理
で
す
。
従
っ
て
物
理
現
象
と
生
命

現
象
の
原
理
と
い
う
も
の
は
、
混
沌
が

時
間
と
共
に
ば
ら
け
て
い
く
そ
の
運
動

の
二
つ
と
し
て
結
論
づ
け
ら
れ
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
こ
れ
で
も
っ
て
、
拡
散
し
て

い
く
運
動
と
秩
序
と
統
一
に
向
か
う
運

動
が
現
れ
る
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
仮

説
と
し
て
示
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

こ
の
二
つ
の
方
向
の
働
き
を
場
で
あ

る
と
理
解
し
ま
す
と
、
初
め
に
混
沌
が

あ
り
ま
し
た
。

混
沌
の
動
き
は
拡
散
と
統
一
の
二
つ
の

働
き
に
分
か
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
あ
る

山
（
上
図
）
と
か
は
物
理
現
象
で
す
ね
。

統
一
と
い
う
の
は
命
が
ず
っ
と
成
長
す

る
よ
う
な
こ
ち
ら
（
下
図
）
の
力
で
す

ね
。
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
は
場
を
作
り
ま

し
た
。
拡
散
の
働
く
場
が
物
理
法
則
と

な
り
、
統
一
の
働
く
場
が
生
命
と
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
ま
す
。

神
話
的
に
言
え
ば

「
初
め
に
混
沌
あ
り

混
沌
は
変
化
し
拡
散
と
秩
序
の
二
つ

（
あ
る
い
は
場
の
形
成
）
に
分
離
せ
り

秩
序
の
力
（
あ
る
い
は
場
）
は
や
が

て
命
を
産
め
り
」

だ
い
た
い
こ
の
よ
う
な
神
話
は
世
界

の
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
よ
ね
。

合
理
的
思
考
と
は
？

我
々
の
い
う
合
理
的
で
あ
る
と
は
、

カ
オ
ス
の
生
み
出
す
一
つ
の
流
れ
で
あ

る
物
理
法
則
を
生
み
出
す
も
の
に
従
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
（
測
る
こ
と
の
で
き

る
世
界
の
こ
と
を
見
て
、
言
っ
て
い
る
）

合
理
性
の
み
で
は
満
た
さ
れ
な
い
も

の
が
残
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

例
え
ば
、
偉
く
な
り
た
い
と
思
い
、

そ
れ
を
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
達
成

し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
死
ぬ
と
き

に
満
足
で
し
ょ
う
か
？

い
い
と
言
う

人
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、
や
は
り
そ
れ

だ
け
で
は
心
に
残
る
も
の
が
あ
る
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。
も
う
一
つ
の
流
れ
で

あ
る
統
一
（
命
）
へ
の
法
則
の
配
慮
が

欠
け
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

合
理
的
思
考
と
は
、
物
理
法
則
に
従

う
考
え
で
あ
り
、
物
事
の
半
面
で
す
。

命
の
本
質
は
、
秩
序
に
向
か
っ
て
働

く
力
な
ん
で
す
が
、
時
は
い
ま
、
大
変

革
の
時
代
に
あ
た
っ
て
、
新
し
い
秩
序

（Psience

）
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

み
な
さ
ん
で
楽
し
く
話
し
合
い
ま
し

ょ
う
！
（
世
話
役

阿
久
津

淳
）
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Ⅱ
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仮
説

(

命
の
働
き
は
混
沌
か
ら
現
れ
る)

講
師

浪
平

博
人

氏

（
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
）

流
れ
を
ま
と
め
ま
す
と
、
初
め
に
混

沌
が
あ
っ
て
、
混
沌
を
ラ
ン
ダ
ム
ウ
ォ

ー
ク
と
モ
デ
ル
化
し
ま
す
と
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の
混
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の
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く
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れ
ま
す
。

一
つ
は
軸
を
切
ら
な
い
拡
散
方
向
の

運
動
、
す
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わ
ち
物
理
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の
原
理
で

す
。
も
う
一
つ
は
最
後
に
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に
戻
る
秩

序
方
向
運
動
、
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な
わ
ち
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命
現
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の

原
理
で
す
。
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っ
て
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と
生
命
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、
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の
運
動
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。
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て
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で
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て

い
く
運
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運
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。
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っ
て
働

く
力
な
ん
で
す
が
、
時
は
い
ま
、
大
変

革
の
時
代
に
あ
た
っ
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へ
の
模
索
が
必
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
気
づ
き
と
か
創
造
へ
の
道
筋
と

い
う
の
を
本
気
で
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
考
え
る
と
き
に
い
つ
も
肝
腎
な

と
こ
ろ
が
抜
け
る
わ
け
で
す
ね
。

例
え
ば
、
気
づ
き
の
構
造
な
ど
を
考

え
る
の
に
そ
の
最
後
の
ス
テ
ッ
プ
で
気

づ
く
の
は
何
か
と
い
う
と
、
な
ぜ
気
づ

く
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
理
屈
で

は
言
え
な
い
わ
け
で
す
ね
。
し
か
し
こ

れ
は
生
命
に
は
統
一
の
方
向
に
働
く
力

が
あ
る
の
だ
、
そ
の
直
感
に
よ
っ
て
統

一
性
を
見
つ
け
て
い
る
の
だ
と
考
え
れ

ば
、
非
常
に
納
得
で
き
る
わ
け
で
す
ね
。

い
ろ
い
ろ
な
創
造
論
と
い
う
の
は
、

心
に
無
に
し
て
や
れ
ば
見
つ
か
る
と
か

言
い
ま
す
が
、
い
く
ら
心
を
無
に
し
て

も
見
つ
か
る
も
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
そ
れ
は
命
自
体
が
そ
の
よ
う
な

方
向
に
向
か
う
、
そ
の
具
現
化
し
た
の

が
命
で
す
か
ら
そ
う
い
う
も
の
の
働
き

に
よ
っ
て
分
か
る
の
だ
と
考
え
れ
ば
、

納
得
で
き
ま
す
。

気
づ
き
の
発
展
例
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
が

あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
時
代
と
い
う
の
は
大

変
な
変
革
期
で
あ
り
ま
し
て
、
私
は
地

質
学
的
な
時
代
で
い
え
ば
、
カ
ン
ブ
リ

ア
期
に
お
い
て
生
物
が
眼
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
に
相
当
す
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

眼
が
発
明
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

れ
ま
で
生
命
は
触
覚
で
周
囲
を
把
握
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
は
眼
を
も

つ
他
の
生
命
か
ら
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う

の
で
す
ね
。
だ
か
ら
あ
の
時
代
は
も
の

す
ご
く
生
命
が
爆
発
し
ま
し
た
ね
。
今

の
時
代
で
カ
ン
ブ
リ
ア
期
に
お
け
る
眼

に
相
当
す
る
も
の
が
今
の
Ｉ
Ｔ
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
と
い
う
の
は
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大

統
領
が
ア
メ
リ
カ
の
国
会
で
演
説
し
ま

し
た
ね
。
す
な
わ
ち
今
の
Ｉ
Ｔ
と
い
う

の
は
、
と
き
、
場
所
と
い
う
制
限
を
無

く
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
は
我
々
の
世
界
か

ら
そ
う
い
う
も
の
を
本
質
的
に
無
く
し

た
ん
で
す
。
も
の
す
ご
い
変
革
が
こ
れ

か
ら
起
こ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
カ
ン

ブ
リ
ア
期
に
似
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
私

は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
Ｉ
Ｔ
と
我
々
の
視
覚
作
用
と
い

う
も
の
に
焦
点
を
あ
て
て
、
い
ろ
い
ろ

な
論
理
的
な
も
の
を
視
覚
的
に
説
明
す

る
と
い
う
「
動
的
視
覚
化
」
と
い
う
方

法
を
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
で
教
育
と
い

う
も
の
が
根
本
的
に
変
わ
る
と
思
い
ま

す
。
後
で
お
見
せ
致
し
ま
す
。

秩
序
と
い
う
の
は
命
の
働
き
で
あ
り
、

命
と
い
う
の
は
自
分
で
自
分
を
生
み
出

す
と
い
う
構
造
を
と
り
ま
す
。
そ
れ
は

再
帰
構
造
で
す
が
、
そ
の
再
帰
表
現
の

中
で
「
再
帰
２
分
木
」
と
い
う
も
の
を

用
い
て
い
ろ
い
ろ
な
ツ
リ
ー
を
発
生
さ

せ
ま
し
た
。
そ
れ
が
実
に
生
命
に
似
て

い
る
の
で
す
。
そ
れ
を
実
証
的
に
示
し

ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
時
間
が
あ
れ
ば
美
と
い
う
も

の
、
す
な
わ
ち
な
ぜ
人
間
は
美
を
感
じ

る
の
か
？
と
い
う
こ
と
を
理
屈
で
言
え

と
い
っ
て
も
分
か
り
ま
せ
ん
ね
。
し
か

し
命
の
中
に
あ
る
本
質
的
に
統
一
に
働

く
力
に
適
う
も
の
を
美
と
み
る
の
だ
と

考
え
れ
ば
、
な
ぜ
美
と
い
う
も
の
を
感

じ
る
か
が
判
り
ま
す
。
そ
し
て
一
生
懸

命
新
し
い
美
を
考
え
る
と
い
う
と
き
に

は
、
従
来
の
も
の
で
な
い
も
の
を
探
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
し
か
し
ほ
っ
た

ら
か
せ
ば
従
来
の
思
考
に
入
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
う
い
う
よ
う
な
矛
盾
し
た

状
態
と
い
う
も
の
を
抜
け
る
た
め
に
、

そ
れ
を
無
意
識
の
乱
数
に
対
応
さ
せ

て
、
新
し
い
図
形
と
い
う
も
の
を
創
造

す
る
方
式
を
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
後

で
お
見
せ
致
し
ま
す
。
人
間
が
考
え
る

と
何
ヶ
月
も
か
か
る
デ
ザ
イ
ン
を
一
瞬

に
し
て
創
り
出
し
ま
す
。

今
ま
で
が
総
論
で
、
こ
れ
か
ら
が
各

論
で
す
。

私
は
気
づ
き
と
か
創
造
と
い
う
も
の

の
道
筋
を
一
生
懸
命
考
え
て
お
り
ま
し

た
。
ま
ず
何
で
も
な
い
こ
と
に
「
お
や

っ
？
」
と
思
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

れ
を
あ
る
視
点
、
あ
る
切
断
平
面
を
決

め
て
か
ら
も
の
を
見
る
。
そ
れ
は
自
分

に
良
い
質
問
を
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。
そ
う
す
る
と
い
ろ
い
ろ
な
類
似
現

象
が
浮
か
び
ま
す
。
そ
れ
ら
の
類
似
現

象
を
統
一
的
に
理
解
で
き
る
一
つ
の
も

の
を
見
つ
け
る
、
こ
れ
が
気
づ
き
で
す

ね
。
こ
れ
を
展
開
し
た
の
が
創
造
で
す
。

し
か
し
こ
れ
が
ど
う
し
て
見
つ
か
る

の
か
？
不
思
議
で
な
ら
な
か
っ
た
。
皆

い
い
か
げ
ん
な
説
明
を
し
て
い
ま
す

が
、
要
す
る
に
命
の
働
き
な
ん
で
す

ね
。
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
る
も
の
を

統
一
す
る
の
は
何
か
と
い
っ
た
ら
、
命

の
働
き
で
す
。

へ
の
模
索
が
必
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
気
づ
き
と
か
創
造
へ
の
道
筋
と

い
う
の
を
本
気
で
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
考
え
る
と
き
に
い
つ
も
肝
腎
な

と
こ
ろ
が
抜
け
る
わ
け
で
す
ね
。

例
え
ば
、
気
づ
き
の
構
造
な
ど
を
考

え
る
の
に
そ
の
最
後
の
ス
テ
ッ
プ
で
気

づ
く
の
は
何
か
と
い
う
と
、
な
ぜ
気
づ

く
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
理
屈
で

は
言
え
な
い
わ
け
で
す
ね
。
し
か
し
こ

れ
は
生
命
に
は
統
一
の
方
向
に
働
く
力

が
あ
る
の
だ
、
そ
の
直
感
に
よ
っ
て
統

一
性
を
見
つ
け
て
い
る
の
だ
と
考
え
れ

ば
、
非
常
に
納
得
で
き
る
わ
け
で
す
ね
。

い
ろ
い
ろ
な
創
造
論
と
い
う
の
は
、

心
に
無
に
し
て
や
れ
ば
見
つ
か
る
と
か

言
い
ま
す
が
、
い
く
ら
心
を
無
に
し
て

も
見
つ
か
る
も
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
そ
れ
は
命
自
体
が
そ
の
よ
う
な

方
向
に
向
か
う
、
そ
の
具
現
化
し
た
の

が
命
で
す
か
ら
そ
う
い
う
も
の
の
働
き

に
よ
っ
て
分
か
る
の
だ
と
考
え
れ
ば
、

納
得
で
き
ま
す
。

気
づ
き
の
発
展
例
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
が

あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
時
代
と
い
う
の
は
大

変
な
変
革
期
で
あ
り
ま
し
て
、
私
は
地

質
学
的
な
時
代
で
い
え
ば
、
カ
ン
ブ
リ

ア
期
に
お
い
て
生
物
が
眼
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
に
相
当
す
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

眼
が
発
明
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

れ
ま
で
生
命
は
触
覚
で
周
囲
を
把
握
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
は
眼
を
も

つ
他
の
生
命
か
ら
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う

の
で
す
ね
。
だ
か
ら
あ
の
時
代
は
も
の

す
ご
く
生
命
が
爆
発
し
ま
し
た
ね
。
今

の
時
代
で
カ
ン
ブ
リ
ア
期
に
お
け
る
眼

に
相
当
す
る
も
の
が
今
の
Ｉ
Ｔ
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
と
い
う
の
は
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大

統
領
が
ア
メ
リ
カ
の
国
会
で
演
説
し
ま

し
た
ね
。
す
な
わ
ち
今
の
Ｉ
Ｔ
と
い
う

の
は
、
と
き
、
場
所
と
い
う
制
限
を
無

く
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
は
我
々
の
世
界
か

ら
そ
う
い
う
も
の
を
本
質
的
に
無
く
し

た
ん
で
す
。
も
の
す
ご
い
変
革
が
こ
れ

か
ら
起
こ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
カ
ン

ブ
リ
ア
期
に
似
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
私

は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
Ｉ
Ｔ
と
我
々
の
視
覚
作
用
と
い

う
も
の
に
焦
点
を
あ
て
て
、
い
ろ
い
ろ

な
論
理
的
な
も
の
を
視
覚
的
に
説
明
す

る
と
い
う
「
動
的
視
覚
化
」
と
い
う
方

法
を
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
で
教
育
と
い

う
も
の
が
根
本
的
に
変
わ
る
と
思
い
ま

す
。
後
で
お
見
せ
致
し
ま
す
。

秩
序
と
い
う
の
は
命
の
働
き
で
あ
り
、

命
と
い
う
の
は
自
分
で
自
分
を
生
み
出

す
と
い
う
構
造
を
と
り
ま
す
。
そ
れ
は

再
帰
構
造
で
す
が
、
そ
の
再
帰
表
現
の

中
で
「
再
帰
２
分
木
」
と
い
う
も
の
を

用
い
て
い
ろ
い
ろ
な
ツ
リ
ー
を
発
生
さ

せ
ま
し
た
。
そ
れ
が
実
に
生
命
に
似
て

い
る
の
で
す
。
そ
れ
を
実
証
的
に
示
し

ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
時
間
が
あ
れ
ば
美
と
い
う
も

の
、
す
な
わ
ち
な
ぜ
人
間
は
美
を
感
じ

る
の
か
？
と
い
う
こ
と
を
理
屈
で
言
え

と
い
っ
て
も
分
か
り
ま
せ
ん
ね
。
し
か

し
命
の
中
に
あ
る
本
質
的
に
統
一
に
働

く
力
に
適
う
も
の
を
美
と
み
る
の
だ
と

考
え
れ
ば
、
な
ぜ
美
と
い
う
も
の
を
感

じ
る
か
が
判
り
ま
す
。
そ
し
て
一
生
懸

命
新
し
い
美
を
考
え
る
と
い
う
と
き
に

は
、
従
来
の
も
の
で
な
い
も
の
を
探
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
し
か
し
ほ
っ
た

ら
か
せ
ば
従
来
の
思
考
に
入
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
う
い
う
よ
う
な
矛
盾
し
た

状
態
と
い
う
も
の
を
抜
け
る
た
め
に
、

そ
れ
を
無
意
識
の
乱
数
に
対
応
さ
せ
て
、

新
し
い
図
形
と
い
う
も
の
を
創
造
す
る

方
式
を
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
後
で
お

見
せ
致
し
ま
す
。
人
間
が
考
え
る
と
何

ヶ
月
も
か
か
る
デ
ザ
イ
ン
を
一
瞬
に
し

て
創
り
出
し
ま
す
。

今
ま
で
が
総
論
で
、
こ
れ
か
ら
が
各

論
で
す
。

私
は
気
づ
き
と
か
創
造
と
い
う
も
の

の
道
筋
を
一
生
懸
命
考
え
て
お
り
ま
し

た
。
ま
ず
何
で
も
な
い
こ
と
に
「
お
や

っ
？
」
と
思
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

れ
を
あ
る
視
点
、
あ
る
切
断
平
面
を
決

め
て
か
ら
も
の
を
見
る
。
そ
れ
は
自
分

に
良
い
質
問
を
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。
そ
う
す
る
と
い
ろ
い
ろ
な
類
似
現

象
が
浮
か
び
ま
す
。
そ
れ
ら
の
類
似
現

象
を
統
一
的
に
理
解
で
き
る
一
つ
の
も

の
を
見
つ
け
る
、
こ
れ
が
気
づ
き
で
す

ね
。
こ
れ
を
展
開
し
た
の
が
創
造
で
す
。

し
か
し
こ
れ
が
ど
う
し
て
見
つ
か
る

の
か
？
不
思
議
で
な
ら
な
か
っ
た
。
皆

い
い
か
げ
ん
な
説
明
を
し
て
い
ま
す
が
、

要
す
る
に
命
の
働
き
な
ん
で
す
ね
。
ば

ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
統
一
す

る
の
は
何
か
と
い
っ
た
ら
、
命
の
働
き

で
す
。
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私
の
気
づ
き
の
例
と
し
て
、「
論
理

的
な
事
柄
は
な
ぜ
教
え
に
く
い
の
だ
ろ

う
？
」
と
い
う
起
点
が
あ
り
ま
し
た
。

今
は
ど
う
伝
え
て
い
る
か
と
い
う
と
、

記
号
や
数
式
や
手
順
に
分
解
す
る
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
切
断
面
が
あ
り
ま
す
が
、

全
体
の
意
味
が
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

先
日
テ
レ
ビ
で
見
て
驚
い
た
の
で
す

が
、
視
覚
の
刺
激
閾
が
10
の
マ
イ
ナ
ス

10
乗
エ
ル
グ
と
い
う
値
を
出
し
て
お

り
、
眼
は
１
〜
数
個
の
光
量
子
で
光
覚

を
生
じ
う
る
そ
う
で
、
聴
覚
と
比
べ
る

と
圧
倒
的
に
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
感

覚
が
生
じ
る
そ
う
で
す
。

そ
し
て
論
理
的
な
事
柄
を
教
え
る
方

法
と
し
て
、
目
で
見
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
経
験
が
で
き
る
動
的
視
覚
化
と
い

う
方
法
に
至
り
ま
し
た
。
眼
は
物
事
を

見
た
瞬
間
、
そ
の
絵
の
中
に
含
ま
れ
る

関
連
要
素
を
パ
ッ
と
見
て
取
り
ま
す
。

そ
れ
に
動
き
を
加
え
る
と
全
体
の
意
味

が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
物
事
を
動
的
に
視
覚
化
す
れ
ば
意
味

が
自
然
に
伝
わ
り
ま
す
。
眼
に
は
そ
の

よ
う
な
機
能
が
何
億
年
か
の
間
に
蓄
積

さ
れ
た
の
で
す
ね
。
今
の
技
術
で
も
そ

れ
が
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
の
を
、

つ
ぶ
さ
に
述
べ
よ
と
言
わ
れ
て
も
、
多

分
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
生

命
が
生
き
延
び
る
た
め
に
お
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
て
発
展
さ
せ
た
ん
で
し
ょ

う
。
本
当
に
神
が
か
っ
た
能
力
で
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
う
能
力
と
Ｉ
Ｔ
を
結
合

さ
せ
た
ら
新
し
い
も
の
が
で
き
る
だ
ろ

う
と
考
え
て
動
的
視
覚
化
を
創
造
し
ま

し
た
。
論
理
的
内
容
を
数
式
や
記
号
だ

け
で
は
何
ヶ
月
か
か
っ
て
も
結
局
そ
の

意
味
は
ほ
と
ん
ど
分
か
っ
て
い
な
い
と

い
う
の
が
大
半
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
も
の
を
眼
で
み
る
こ
と
に
よ
り
一
瞬

で
理
解
で
き
ま
す
。

例
え
ば
こ
れ
は
小
学
生
用
の
立
体
の

教
材
で
す
が
、
自
分
で
自
由
に
底
面
の

円
の
大
き
さ
を
決
め
高
さ
を
決
め
て
、

様
々
な
円
錐
を
描
き
、
ま
た
そ
の
展
開

図
も
こ
の
よ
う
に
し
て
（
側
面
に
動
的

に
縦
ラ
イ
ン
が
入
る
）す
ぐ
描
け
ま
す
。

積
分
も
線
積
分
や
多
重
積
分
に
つ
い

て
も
視
覚
化
し
て
（
ラ
イ
ン
が
動
的
に

入
っ
て
い
く
）そ
の
意
味
が
掴
め
ま
す
。

生
命
は
秩
序
と
申
し
ま
し
た
が
、
そ

の
発
生
の
表
現
例
と
し
て
、
命
と
い
う

の
は
自
分
を
生
み
出
す
と
い
う
の
が
特

徴
で
す
。
自
分
の
中
に
自
分
を
含
む
の

で
す
か
ら
、
そ
れ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
い

う
と
再
帰
表
現
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
「
再
帰
２
分
木
」
と
い
う
も

の
を
作
っ
て
い
ろ
い
ろ
変
化
さ
せ
て
み

ま
し
た
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
形
式
は

線
分
Ａ
を
描
く

線
分
Ａ
の
一
端
で
二
つ
の
分
木
Ａ
１
、　

Ａ
２
を
描
く

（
終
了
条
件
が
Ｎ
Ｏ
の
場
合
）

ま
た
線
分
Ａ
１
、
Ａ
２
の
末
端
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
２
本
の
分
木
を
描
く

（
こ
れ
を
多
数
回
繰
り
返
す
）

※
以
下
こ
の
方
法
に
よ
り
、
パ
ラ
メ
ー

タ
を
様
々
に
変
え
る
と
、
自
然
界
に
あ

る
木
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
も
描
き
ま
す

し
、
自
然
界
に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
が

木
の
よ
う
に
見
え
る
様
々
な
デ
ザ
イ
ン

画
が
描
け
ま
す
。

※
こ
の
後
、
動
的
視
覚
化
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
小
中
学
校
の
数
学
教
材
か
ら
、
多

変
量
解
析
の
主
成
分
分
析
、
再
帰
２
分

木
、
マ
ン
デ
ル
ブ
ロ
集
合
、
影
付
き
立

体
図
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

私
の
気
づ
き
の
例
と
し
て
、
「
論
理
的

な
事
柄
は
な
ぜ
教
え
に
く
い
の
だ
ろ

う
？
」
と
い
う
起
点
が
あ
り
ま
し
た
。

今
は
ど
う
伝
え
て
い
る
か
と
い
う
と
、

記
号
や
数
式
や
手
順
に
分
解
す
る
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
切
断
面
が
あ
り
ま
す
が
、

全
体
の
意
味
が
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

先
日
テ
レ
ビ
で
見
て
驚
い
た
の
で
す

が
、
視
覚
の
刺
激
閾
が

の
マ
イ
ナ
ス

10

乗
エ
ル
グ
と
い
う
値
を
出
し
て
お
り
、

10眼
は
１
～
数
個
の
光
量
子
で
光
覚
を
生

じ
う
る
そ
う
で
、
聴
覚
と
比
べ
る
と
圧

倒
的
に
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
感
覚
が

生
じ
る
そ
う
で
す
。

そ
し
て
論
理
的
な
事
柄
を
教
え
る
方

法
と
し
て
、
目
で
見
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
経
験
が
で
き
る
動
的
視
覚
化
と
い

う
方
法
に
至
り
ま
し
た
。
眼
は
物
事
を

見
た
瞬
間
、
そ
の
絵
の
中
に
含
ま
れ
る

関
連
要
素
を
パ
ッ
と
見
て
取
り
ま
す
。

そ
れ
に
動
き
を
加
え
る
と
全
体
の
意
味

が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
物
事
を
動
的
に
視
覚
化
す
れ
ば
意
味

が
自
然
に
伝
わ
り
ま
す
。
眼
に
は
そ
の

よ
う
な
機
能
が
何
億
年
か
の
間
に
蓄
積

さ
れ
た
の
で
す
ね
。
今
の
技
術
で
も
そ

れ
が
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
の
を
、

つ
ぶ
さ
に
述
べ
よ
と
言
わ
れ
て
も
、
多

分
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
生

命
が
生
き
延
び
る
た
め
に
お
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
て
発
展
さ
せ
た
ん
で
し
ょ
う
。

本
当
に
神
が
か
っ
た
能
力
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
能
力
と
Ｉ
Ｔ
を
結
合
さ
せ
た

ら
新
し
い
も
の
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
考

え
て
動
的
視
覚
化
を
創
造
し
ま
し
た
。

論
理
的
内
容
を
数
式
や
記
号
だ
け
で
は

何
ヶ
月
か
か
っ
て
も
結
局
そ
の
意
味
は

ほ
と
ん
ど
分
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
の

が
大
半
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
も
の

を
眼
で
み
る
こ
と
に
よ
り
一
瞬
で
理
解

で
き
ま
す
。

例
え
ば
こ
れ
は
小
学
生
用
の
立
体
の

教
材
で
す
が
、
自
分
で
自
由
に
底
面
の

円
の
大
き
さ
を
決
め
高
さ
を
決
め
て
、

様
々
な
円
錐
を
描
き
、
ま
た
そ
の
展
開

図
も
こ
の
よ
う
に
し
て
（
側
面
に
動
的

に
縦
ラ
イ
ン
が
入
る
）
す
ぐ
描
け
ま
す
。

積
分
も
線
積
分
や
多
重
積
分
に
つ
い

て
も
視
覚
化
し
て
（
ラ
イ
ン
が
動
的
に

入
っ
て
い
く
）
そ
の
意
味
が
掴
め
ま
す
。

生
命
は
秩
序
と
申
し
ま
し
た
が
、
そ

の
発
生
の
表
現
例
と
し
て
、
命
と
い
う

の
は
自
分
を
生
み
出
す
と
い
う
の
が
特

徴
で
す
。
自
分
の
中
に
自
分
を
含
む
の

で
す
か
ら
、
そ
れ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
い

う
と
再
帰
表
現
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
「
再
帰
２
分
木
」
と
い
う
も

の
を
作
っ
て
い
ろ
い
ろ
変
化
さ
せ
て
み

ま
し
た
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
形
式
は

線
分
Ａ
を
描
く

線
分
Ａ
の
一
端
で
二
つ
の
分
木
Ａ
１
、

Ａ
２
を
描
く

（
終
了
条
件
が
Ｎ
Ｏ
の
場
合
）

ま
た
線
分
Ａ
１
、
Ａ
２
の
末
端
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
２
本
の
分
木
を
描
く

（
こ
れ
を
多
数
回
繰
り
返
す
）

※
以
下
こ
の
方
法
に
よ
り
、
パ
ラ
メ
ー

タ
を
様
々
に
変
え
る
と
、
自
然
界
に
あ

る
木
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
も
描
き
ま
す

し
、
自
然
界
に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
が

木
の
よ
う
に
見
え
る
様
々
な
デ
ザ
イ
ン

画
が
描
け
ま
す
。

※
こ
の
後
、
動
的
視
覚
化
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
小
中
学
校
の
数
学
教
材
か
ら
、
多

変
量
解
析
の
主
成
分
分
析
、
再
帰
２
分

木
、
マ
ン
デ
ル
ブ
ロ
集
合
、
影
付
き
立

体
図
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

私
の
気
づ
き
の
例
と
し
て
、
「
論
理
的

な
事
柄
は
な
ぜ
教
え
に
く
い
の
だ
ろ

う
？
」
と
い
う
起
点
が
あ
り
ま
し
た
。

今
は
ど
う
伝
え
て
い
る
か
と
い
う
と
、

記
号
や
数
式
や
手
順
に
分
解
す
る
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
切
断
面
が
あ
り
ま
す
が
、

全
体
の
意
味
が
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

先
日
テ
レ
ビ
で
見
て
驚
い
た
の
で
す

が
、
視
覚
の
刺
激
閾
が

の
マ
イ
ナ
ス

10

乗
エ
ル
グ
と
い
う
値
を
出
し
て
お
り
、

10眼
は
１
～
数
個
の
光
量
子
で
光
覚
を
生

じ
う
る
そ
う
で
、
聴
覚
と
比
べ
る
と
圧

倒
的
に
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
感
覚
が

生
じ
る
そ
う
で
す
。

そ
し
て
論
理
的
な
事
柄
を
教
え
る
方

法
と
し
て
、
目
で
見
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
経
験
が
で
き
る
動
的
視
覚
化
と
い

う
方
法
に
至
り
ま
し
た
。
眼
は
物
事
を

見
た
瞬
間
、
そ
の
絵
の
中
に
含
ま
れ
る

関
連
要
素
を
パ
ッ
と
見
て
取
り
ま
す
。

そ
れ
に
動
き
を
加
え
る
と
全
体
の
意
味

が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
物
事
を
動
的
に
視
覚
化
す
れ
ば
意
味

が
自
然
に
伝
わ
り
ま
す
。
眼
に
は
そ
の

よ
う
な
機
能
が
何
億
年
か
の
間
に
蓄
積

さ
れ
た
の
で
す
ね
。
今
の
技
術
で
も
そ

れ
が
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
の
を
、

つ
ぶ
さ
に
述
べ
よ
と
言
わ
れ
て
も
、
多

分
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
生

命
が
生
き
延
び
る
た
め
に
お
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
て
発
展
さ
せ
た
ん
で
し
ょ
う
。

本
当
に
神
が
か
っ
た
能
力
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
能
力
と
Ｉ
Ｔ
を
結
合
さ
せ
た

ら
新
し
い
も
の
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
考

え
て
動
的
視
覚
化
を
創
造
し
ま
し
た
。

論
理
的
内
容
を
数
式
や
記
号
だ
け
で
は

何
ヶ
月
か
か
っ
て
も
結
局
そ
の
意
味
は

ほ
と
ん
ど
分
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
の

が
大
半
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
も
の

を
眼
で
み
る
こ
と
に
よ
り
一
瞬
で
理
解

で
き
ま
す
。

例
え
ば
こ
れ
は
小
学
生
用
の
立
体
の

教
材
で
す
が
、
自
分
で
自
由
に
底
面
の

円
の
大
き
さ
を
決
め
高
さ
を
決
め
て
、

様
々
な
円
錐
を
描
き
、
ま
た
そ
の
展
開

図
も
こ
の
よ
う
に
し
て
（
側
面
に
動
的

に
縦
ラ
イ
ン
が
入
る
）
す
ぐ
描
け
ま
す
。

積
分
も
線
積
分
や
多
重
積
分
に
つ
い

て
も
視
覚
化
し
て
（
ラ
イ
ン
が
動
的
に

入
っ
て
い
く
）
そ
の
意
味
が
掴
め
ま
す
。

生
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は
秩
序
と
申
し
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が
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そ
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の
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故 関英男先生のサイ関係（＋α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

� 定価����送料　
加速教育法（1990：加速学園出版部）� ……………………… 2100円（300円）
加速学習法（1995：加速学園出版部）� ……………………… 2550円（200円）
サイ科学の全貌（1991：工作舎）� …………………………… 1995円（200円）
グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ……………… 1000円（160円）
念波（1990：加速学園出版部）� …………………………………800円（160円）
CD：生命と宇宙［講演録72分］（1998：船井メディア）�� … 3000円（160円）
謎のオズマ計画　―UFOとの関連―�（1976�USL）�� …………190円（160円）
FIVE�DIMENSIONAL�WORLD（1974：英語版）�………… 1000円（160円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げ致しました。
以下オスカー・マゴッチ著，関英男先生監修
深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）� ……………… 1000円（200円）
深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）� ……………… 1000円（200円）
深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）� ……………… 1000円（200円）
オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� …………………… 2500円（160円）
ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ………………… 2500円（160円）
※�上記2講演は日本語逐次通訳付きで、USBメモリー（MP4ファイル）でお
送り致します。（Windows�パソコンで視聴できます。）

お問合せ、御注文は先に下記の E-mail、またはFAX宛にお願い致します。
その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。
ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から2週間以内に発送致します。
※�1種類で沢山の部数を御注文の場合は，事前に在庫を下記のE-mailまたは
FAXで確認して頂いてから，お願い致します。（在庫が少ない書籍は一人1
冊までとさせていただきます。）

※�以上の書籍は今後増刷がありませんので，在庫が無くなりましたら，ご容
赦願います。

〈お問い合わせ〉
日本サイ科学会事務局� E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp
� FAX�047 -330 -4091
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10月24日。軽自動車の中に入れていた財布（現
金約7万5000円入り）がなくなりました。27日に
は事務所に置いていた黒いカバンがありません。
これにはカードや本、その他が入っていました。
11月1日になると、財布は軽自動車の中、カ
バンは普通自動車の後部座席で見つかりまし
た。どちらも何度も探して無かった場所や、置
いているはずのない場所です。
財布については神隠しのことを話した東京の

先生に「財布があなたの身代わりになってくれ
た」と言われました。世のため人のために尽くし
ているから、病気や事故、災難から身代わりに
なってくれたのだということです。
同じ頃、大阪の先生に「あなたのお母さんの
お母さん（祖母）は腰の曲がった人ではありませ
んか」と尋ねられました。「その通りです」と答え
ると「お墓参りに行きなさい」と言われました。
翌日お墓参りに行って気づいたのですが、その
日は祖母の命日だったのです。
また、11月17日はお墓参りやいろいろな所用

を済ませる日でした。長崎県長与の営業所から
為石町まで約50分の道のりです。朝7時30分、
長与の営業所を出発しようと車に乗ると、お世
話になっている村山先生からいただいた本があ
りません。12時半頃気づくと、助手席に本と3
通の手紙がありました。
その後、東京でホテルに泊まっている時もス

リッパがひとつなくなったり、自家用車の鍵が置
いたところになく、午後に出発する時はあったり
ということが重なりました。
これらは、あの世からのサインだと考えられ
ます。あの世とこの世の世界を勉強している人
に助けを求めてくるようです。信じない人には、
あの世の人も頼ってこないのでしょう。私はた
だ、助けを求めるみんなが光の世界に行くよう
に祈るのみでした。祈りながら11月24日の朝4
時10分に、一連の現象を書き留めました。

●生霊の研究
人間関係がこじれて怒りや恨み、妬みなどを
受けると、身体のあちこちに不調が表れます。
これは自分がいい、悪いではなく、相手からの
想念だから厄介です。
その想念は生霊と言い換えることができます。

実は、心身の不調の80％ほどが、この生霊（悪
い想念・悪念）だと私は考えています。仕事の
疲れは1日しっかり休養すれがとれます。けれ
ど体がきつい、だるいといった原因不明の不調
が毎日続くというのは生霊の影響の可能性が大
きいです。私自身の経験からも証明されていま
す。また、悪念を受けると白目が濁ることが多
いようです。濁りはやがて痛みやその他の異常
にもつながっていきます。
そういった状態が長く続くと、念を受けた人

はもちろん、念を発した人にも病気として表れ
てきます。相手に対する悪い想いが伝わること
で、互いに悪い影響を与え合い、どちらも先祖
からいただいた肉体の弱い部分に不調を起こす
のです。
年をとると身体は弱くなりますが、念の力は

強くなるようです。互いに悪念を送り合えば、
弱った身体がどうなるかおわかりでしょう。病
気ではないので薬も効きません。
しかも、生霊は発する人間の想いが消えるま
で届きます。波のように繰り返し訪れるのです。
左側の不調は女性から受ける悪念、右側の不調
は男性から受ける悪念といわれます。そして、
もっともひどいのは身内の争いで受ける悪念で
す。難病となって表れることも多くなります。生
霊は祈りで一時的に軽くなることはありますが、
簡単には止めることができません。自分ではな
く相手の心だからです。それではどうしたらい
いのか、私は研究を続けてきました。そこで導
き出した生霊からの悪影響を軽くする方法を記
します。生霊が身体から出ていく時は、口から
ゲップとして、下からはオナラとして出ていくこ
とが多いと感じます。
・�神棚のコップに水を入れて少量の塩を加え、
その水を飲む。または痛みのある場所、不調
を感じる場所につける。
・�朝、酒を家のまわりにまく。
・�生霊を送ってくる相手がわかったら、謝り祈
る。自分が悪くなくても、心から謝り相手のた
めに祈ること。悪い想念が互いに伝わるよう
に、良い念も相手に伝わり自分に返ってくる。
大切なのは真心で感謝し、祈ることです。自
分のご先祖様に、父母に、そして相手に向けて
愛と感謝を伝えることです。（続く）
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どを通るルートで、通常なら長与営業所まで40
分くらいの道のりです。
ところが渋滞で車が動かない状態になったと
ころ、浦上駅のあたりで左の太ももに強い痛み
を感じました。言葉では言い表せないすごい痛
みです。原爆で亡くなった人が団体で助けを求
めにきているのがわかりました。祈っても祈って
も痛みはとれません。それほどまでに助けを求
めていたのでしょう。普段の倍の1時間20分ほ
どかかって長与に着くと同時に、少しずつ痛み
が軽くなっていきました。

●JAL機内にて
時期が少し前後しますが、長崎と東京を行き
来する日本航空の機内で起きたことをまとめま
す。
10月9日、東京から長崎に帰る便で「お飲み
物は何にしますか？」と聞かれました。「水」を答
えて待ちましたが、何も届けてくれません。尋
ねてみると「いらない」と聞こえたと言います。
見たところ50代前半の客室乗務員に「あなた

は少し耳の聞こえが悪いようですね」と言うと
「そうなんです」と答えます。「それは、あなたが
ご主人の意見を聞かないからですよ」と言うと
「そうですね」と同意します。「ご主人の意見を素
直に聞くと、耳が良くなり今後の人生も好転し
ますよ」という私の言葉を真面目に聞く人だった
ので、人生の真実、生き方の話を喜んで伝えま
した。
耳なりなど、耳に不調があるのは他人の意見

を素直に聞いていないというメッセージです。
その状態を長く続けていると、もっと耳が聞こえ
なくなってしまうでしょう。
この人は私の話に耳を傾けましたが、頑固な
人は困ります。一般的に右は男性の意見を聞か
ない人、左は女性の意見をきかない人が耳を悪
くします。最初の頃は耳鳴りの状態が続き、薬
を飲んでもあまり効果がないようです。
昔から言われる「信じる人は救われる」という

のは、素直な人は間違いを正せる。いいことを
取り込めるということでしょう。私の妻も素直に
なったら心身の悪いところが良くなり、毎日が良
い方向になりましたので、これは実証済みなの
です。

その後、11月20日に東京から長崎の最終便
に乗ろうとしたところ、10分遅れで間に合いま
せんでした。そのため21日の朝一番の便を頼み
ましたが、翌朝5時にホテルで確認したところ
12時の便になっています。早朝にそのまま空港
に行き説明し、満席だという朝一番の便に何と
か乗ることができました。
私は長崎と東京を何度も行き来していますが、

以前はこのようなことはありませんでした。コロ
ナで若い人の入社がなく、乗務員が年齢を重ね
たり、疲れたりしているのではないかと考えまし
た。その意見を長崎空港に着いた際に乗務員の
幹部に伝えると同じ意見でした。コロナはこん
なところにも影響しているようです。その中でど
う生きていくか。それを問われているような気が
します。
飛行機での出来事として、もう少し綴ります。
10月16日、長崎から東京への便でのこと。ひ

とりのお客様の顔色が急に青白くなり、気分を
悪くしていました。私が心の中で一生懸命祈る
と体調は回復しました。その理由は、その席で
亡くなった人が助けを求めてきていたように思
えます。飛行機の中で亡くなった人がいたら飛
行機会社は供養が必要です。
また、そのような席にあたってしまっても自分
の心身がしっかりしていれば大事に至らずにす
みます。そのため体調が悪いような時は、無理
して出かけずにできるだけ自宅にいるようにしま
しょう。
12月4日の東京発長崎行きの機内では、なか

なか泣き止まない子どもさんがいました。父親
に「夫婦の仲が悪いと、先祖の知らせとして子
どもさんにメッセージが出ますよ。夫婦仲良くし
てください」と伝えてみました。夫婦揃って素直
に「はい」と言ってくれたのでほっとしました。
子どもの夜泣きなどの問題は、夫婦の心が離

れていたり、互いに相手を思いやらず、自分の
ことばかり考えていたりする時に起こります。そ
れは「家族仲良く穏やかに暮らしてほしい」とい
うご先祖様からのメッセージなのだと思います。

●神隠しのこと
短い間に立て続けに起こった神隠しのことを
書き残しておきます。

12
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ないのだろうと思う。この変わらない心のベース
こそがスピリチュアルであると思いたい。私たち
そのものは霊であり、肉体を持たない霊たちとも
共存して生きている。これはプリミティブである
という事を改めて念頭に置きたい。新時代の感覚
を新人類と共に、この新年も歩んでいけたら幸い
である。3月8日からはじまるWBC（WORLD�
BASEBALL�CLASSIC）も新人類たちの活躍を熱

意を持って応援しよう。

※1 �生れた時からインターネットがあり、パソコ
ン・スマートフォン・タブレット端末などが当
たり前のように整っている人たちのこと。デ
ジタルネイティブとも呼ばれる

※2 �1990年代後半から2010年頃に生れた人のこと
※3 �2011年以降に生れた人のこと
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命が消えるまで心身健康でいるための生き方（1）命が消えるまで心身健康でいるための生き方（1）
森安 政仁（九州日本サイ科学会前会長）

私は現在82歳です。若い時と同じように健康
で、ありがたく自営の卵卸業に励んでいます。
毎日のたくさんの出会いを生かすべく、心の勉
強も40年以上続けています。
40年以上、全国の縁ある方々の相談に乗り、

心霊治療も無料で続けてきました。それは世の
ため人のためになりたいという想いと共に、自
分自身のためでもあります。そこから様々なこと
を学んだり気づいたりしています。
そうして一番大切なことは、人間関係の調和
であるということがわかりました。人間関係の調
和が崩れると、何もかもうまくいきません。これ
までの著書や寄稿の中で繰り返しお伝えしてい
ることですが、このたったひとつの真実を伝え
続けていくことが自分の使命だと思っています。
私は、出会う人々と心をあわせて生きたいと
願っています。誰とでも仲良く、心からつきあう
こと。人を愛することが心身の健康の秘訣と言
いたいです。
肩こり、頭痛、腰痛、しびれなどがあると医
者はストレスと言いますが、これらは現代の医
学では解明されていない症状です。対症療法で
緩和はできても、原因や根本的な治療法はわか
りません。その多くについて、私は心のあり方
だと考えています。
心の中は皆それぞれ違います。共通して言え

ることは、祈りの世界で悪い念を消していくこと
です。人を殺す、水子を殺すといった悪い行い
をしたならば、その後の人生を幸福に過ごすこ
とは難しいでしょう。

人の心は顔に表れます。顔を見れば、その人
の現在の生き方がすぐにわかります。顔の表情
が暗く曇っている人は、争い事をしているか、
心に悩みを抱えていることが感じられます。心
がきれいであれば表情が明るく輝きます。何も
かもがうまくいき、人生冥利に尽きる日々が続き
ます。
良い状態で天寿をまっとうするためには、穏

やかな人間関係と正しい食生活。私自身、これ
で一生健康に過ごせることと信じて82年目を迎
えました。

●不思議な出来事
心の勉強をしていると、世間では不思議とい

われるようなことが当たり前に次々と起こりま
す。そうして起こるにはすべて理由があること
が理解できます。ここでは、2022年の10月、11
月に私の身の回りに起きた出来事と、そこから
得た気づき、学んだことを記したいと思います。
2022年10月10日、夜の7時30分くらいのこと

でした。スーパーに買い物に行くと、急に体調
が悪くなりました。気をつけながら急ぎ自宅に
戻って祈ると、苦しさが軽くなっていきました。
心当たりはスーパーの土地です。戦国時代に激
しい戦いのあった場所だそうで、亡くなった方々
が助けを求めていたようでした。
11月4日に長崎県の五島に出かけた時にも同

じようなことがありました。夕方5時30分に長
崎港に着き、5時40分頃、大波止を出発しました。
長崎駅前から浦上駅前、そして平和祈念像前な
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を促すのが私たち中高年の役目なのである。

100年後、日本は霊的リーダーの集うエリアに
さて、今度は私ども中高年の頑張り所を訴えた

い。私たちも当然努力しなければならない。果報
は寝て待てと言うが、その果報の種を私たちが作
り出し、若者に流れ着くよう促すのだ。今を生き
る者たちは、どの年代も楽などしている場合では
ない。そして、その役割を担う者は「視えないそ
れ」に触れ続け、思い込みの概念の覆しに尽力す
る事である。まず「霊界は死後の世界のもの」とい
うステレオタイプ化された思考を薄めていく必要
がある。確かに霊界は死後の棲み処という事は間
違いではない。ただし「霊」そのものが死後の世
界だけのものという事は誤りである。この文章を
ご覧の皆さまにとっては既知の事と思うが、私た
ちは肉体を生かしながら生活をする霊である。体
という物質を自在に操り、個人として存在する。
しかしその本質は霊なのである。体はその城にす
ぎない。この自覚こそが世界を平和に導けるかど
うかのスピードと大きく関わってくるのである。
霊の世界はあるかないか、肉体が霊の器である

のが本当かどうかと「考えている」時代の幕は下り
つつある。考えなくても「わかる」のが新人類なの
だ。若者の吸収から発動までの時短は時代と共に
加速している。そうすると日本は如何にして霊的
なリーダーを生み、さらには集まる場所となるの
か。そして、その重要性とは何かという事になる。

各地で起こる紛争も霊界の反映でしかない。紛
争が人間界で起きてしまうのは、そのエリアが霊
的に脆弱だからである。いま、霊界は地上に霊的
エリアの線引きをしている最中であるという。霊
的にどのようなリーダーを立て、どのような役割
でそのエリアを育てていくのか。見守る意味も含
め、私たちは常に上級霊たちに監視されている。
霊的リーダーを排出出来る重要エリアとは、地上
霊界の心臓部にあたる所である。よって、霊界は
そのエリアを最も大切な場所として守護する。
5000年前から30年ほど前までの心臓部は中国に
在った。数年前に霊界はその心臓と呼べる場所を
日本に移動してきたのだ。現在の日本に住む多く
の能力者たちの力が、霊界から認められている証
拠である。

他に世界のエリアは5つほどに分かれるが、そ
れぞれ人間の臓器と同様の役割を担う。肝臓、腸、
膵臓、肺などのように、脳からの指令がなくても、
各々が役目を全うする為に必要な事を行っていか
なくてはならない。そして霊界は脳に該当する。
ただし心臓である日本は、脳からの指令がなくて
も、五臓六腑と身体が動き続けるために欠かせな
い血液を送り続けなければならない。その成分は、
鮮度が良く、霊界の英知が豊富で、宇宙からの生
命エネルギーを常に入れ込み続けた物が望まれ
る。当然だが、それらは目には視えない。しかし、
視えなくても目を閉じていても出来るようになる筈
である。なぜなら、霊界がそのように人間界をリ
ードしているからだ。ただその結果が地上に反映
する未来を、私たちの肉眼で直接確認するには寿
命が足りないことも事実である。よって、その事
を霊界が勝手にやってくれるのだからと生身の人
間がそっぽを向いていてはいけない。新時代の若
者が自信をもってその道を進めるよう、私たち世
代の人間から、しっかりとその道を踏んでいかね
ばならない。スピードが速い分、現代の若者の信
頼性とは共有数である。多くの人が良い評価をも
って共有している事が彼らの安心材料なのだ。
我々中高年が、出来るだけ多くその道を歩んだ足
跡を残さなければならない。

昨年は「村神様」が流行語大賞であった。新人
類は神人類である事を象徴しているかのようであ
る。飛躍的なテクノロジーや新しい言葉が出てく
るたび、中高年の私たちは気後れし面倒になり、
昔からのものにしがみつきたくなる。「大人たちと
理解し合い、平和な世の中でありたい」若い頃の
私たちがいつも思ってきた事である。互いの「歩
み寄り」という行為はアナログであるからこそ、ど
の世代の人間でもその意志一つで必ず振る舞う事
が出来る。歩み寄りは双方の努力が無ければ実現
しない。霊的な事は目に見えない為、歩み寄って
いるのか離れていっているのか確証が少なく納得
いく説明をする事は常に困難である。ただ、若者
の世界を一つでも知ろうとする事は誰もが出来る
事だ。きっと、そこに中高年の努力を感じ取った
若者のうちの誰かが、こちらに歩み寄ろうとして
くれるのではないだろうか。先輩が生きる背中を
若者に見せるという事は、この先もずっと変わら

14
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れがちになる。だが、その便利グッズと時おり離
れる事で自分の本来の力に何度でも気付けるのだ
と実感した次第である。この点を熱意を持って強
調したい。

スマホ信者は若者だけではない
さて、このようななか現代の若者はスピリチュ

アルとの接点を持つ意味や必要性をどのように捉
えているのだろうか。私ども中高年にもメジャー
であるスマートフォンの存在は、今の若者にとっ
て何でも教えてくれる神様である。そのような便
利グッズを常に携帯する彼らに、スピリチュアル
をフォーカスし考えるという事は皆無なようにも思
える。
若者のスマホ入力のスピードを比較してみよ

う。我々中高年は若者の速さに当然ついていけな
い。「一瞬」という時の概念や「感じる」という感覚
のスピードにもその差は顕著に表れている。最新
のテクノロジーにより速さに慣れているZ世代や
アルファ世代は「一瞬」に触れた段階で情報処理
と次への動きが同時に出来てしまうまさに異次元
の人間たちである。溢れかえる情報の波の中を息
継ぎをする暇もないほどに泳ぎ続ける生活が当た
り前なのだ。
前述した選手たちは、体験で得た情報を脳内

に蓄積するだけではなく、最新のテクノロジーを
使用し効率の良い練習方法を行う。自分を磨き上
げる方向性を研究し、その為にGoProなどの最新
機器が役に立ったりする。当然、努力なしには為
し得ないことではあるが、中高年の生きてきた時
代とは既に見えているもの、使えるものが違うの
である。どのような機器をどのように使えば理想
の自分になれるのか、頭の中に筋書きが出来てい
るのだ。そうしてその事に対し天狗になるわけで
はなく、きちんと等身大の自分に置き換え反映し、
それでいて謙虚である。彼らをはじめ、現代の若
者はそのように賢い人間たちである。

中高年よ今こそ出番である
そのような新時代の新人類たちの出現は、まさ

に世界を網羅するインターネットの登場や小型化
された機器により、時間短縮という世界をも作り
上げた。リモートワークや授業は、誰もが夢見た
「どこでもドア」に匹敵する。この時間短縮という

仕組みを作り上げた事に、霊界も大きく関わって
いるが、ここにきて霊界は新たな悩みを抱えてい
る。その悩みとは、期待したほど余暇をスピリチ
ュアルに向ける人間が依然として少ないというこ
とである。前準備として霊界に興味を持つような
アニメや漫画やゲームなどを流行らせてはいる
が、皆、その行為に没頭はするものの、本物の霊
界と繋がりに行こうとはならないのである。その
理由として、アニメやゲームは誰かのお膳立てに
乗っていながらも能動的に楽しめ、種類も豊富で
ある。飽きれば取り換えが簡単に利き、死んでも
何度でも生き返るという手軽さが魅力なのである。
一方本物の霊の世界とは、地上で生活する人

間にとって共通で見えている世界ではない。そこ
には「神さまのおぼしめし」や「霊的な学び」が無
ければ気付く事が出来ないと言われる分野であ
る。80億という人の情報を垣間見、動向を知る事
を生活の基盤とする新人類にとって、受動的なこ
とは極力避けたい筈である。生きる毎日が忙しす
ぎて死後の世界の事まで考えを及ばせる暇がない
のだ。しかも、この事は若者だけの話では終わら
ない。皆さんの周りでも中高年がヒマさえあれば
スマホのゲームや動画に熱中し、一日が終わると
いう状況を多く見かけるようになってきてはいな
いだろうか。

では、どうすれば死後の世界である霊界につい
て目を向けて貰えるのか。霊界はその事を人間界
にわざわざ投げかけないといけない。最も早い方
法としては、死を間近に感じさせるという事であ
る。しかも、普通死であってはならない。事故や
病気などでの早すぎる死という事象が必要になっ
てくる。そうする事で、ようやく人は「同じ死でも、
早い人と遅い人がなぜあるのか」というテーマを
見つけ出す。そうして、頼みはやはりスマホ神で
ある。早すぎる死というテーマで検索するだけで、
色々な検索結果が見つかるのだが、今度はどれ
が本当であるのかをその中から探さねばならない。
こればかりは、生きている人間が誰も経験した事
がない為、有力な口コミはなく共有しづらい問題
なのである。そこで初めて、直観というものの重
要性を意識する事になるが、直観に関しては前述
したように新人類はズバ抜けたものを持っている。
そこで、素早く本物と出会ってもらえるよう時短
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昨年2022年11月、カタールで開催されたサッ
カーFIFAワールドカップ。明るいニュースに乏
しい中、日本人の多くが熱く沸いた。その盛り上
がりぶりはテレビの視聴率にも反映されており「日
本vsコスタリカ」は世帯視聴率42.9％（ビデオリ
サーチ調べ）であった。同時に行われていたイン
ターネット配信も、その配信先であるABEMATV
によると視聴者数は1400万人と過去最高であった
という。
テレビとネット配信を単純に合算して考える事

は出来ないが、日本に住む人の半数以上がワール
ドカップに興味を持ったということは事実である。
観戦の魅力の要は、やはりいい意味で私たちの予
想を遥かに越えてきた監督や選手の戦術とプレー
であった。観ている方としては、神がかったプレ
ー連発でラッキーだったという人もいる。
しかし、彼らの神がかったというのは、たまた

ま偶然のラッキーなどではない。最新の機器やデ
ータを用いた緻密計算から絞りだしたものである。
ただの偶然だけでは生み出せなかった領域を最新
のテクノロジーの力を借りて、チャンスを更に手
の届く場所へと近づけたのだ。選手の殆どは、テ
ックネイティブ（※1）に該当するZ世代（※2）で
ある。その後に生れた若者をアルファ世代（※3）
と呼ぶ。

ただし、それらのテクノロジーを意味ある物に
するために必要なのが「着眼点」である。これだ

けは、人間の本来持つ「感性」に頼るしかない。
AIも当然着眼点とすべき候補を挙げるが、膨大
なデータ量からその着眼点を一つに絞り込めたと
しても、私たち人間はAIと同じ頭脳ではない。
AIにはそれが最善だと計算出来ても、人間がAI
の読み通りの手順を正確に踏んでいき、最善手へ
と辿り着かせる事は途方もなく困難な事である。
人は間違う生き物でもあるが、その裏側には計算
では測りつくせない可能性も秘めている。
AIにとって苦手な感性を持つからこそ、私たち

人間は恐るべき可能性を次々と起こしていけると
言える。着眼点に対して「これだ」と言い切れる
保証や確証のない中で、どのように人を巻き込め
るのか。それが「熱意」である。AIの計算の速さ
と結果の割り出しに対する正確性に、我々人間は
時に自信を失いがちである。それは、ある時雪崩
のように自分を押しつぶしそうになる。テックネイ
ティブでなくとも我々中高年も技術革新により同
様の思いをした事がないだろうか。
私事で恐縮だが、先日資料を読むために眼鏡

を探した。しかしどうも眼鏡が見つからない。「眼
鏡がないと何も見えない、困った」と途方に暮れ
ながら資料を眺めた。ところが、資料の位置を調
節すると裸眼でもきちんと読めたのである。「眼鏡
がないと何も見えない」というのはただの思い込
みであり、素の自分でもまだまだ出来る、大丈夫
なのだという事に気付くことが出来た。日常を最
新の技術に頼りすぎていると、自分の可能性を忘
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